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　今の子どもたちはモノにあふれていて、恵まれすぎるくらい恵まれているように思えます。私の子ども時代とは比べ物になりません。
　学校で使う教科書一つとっても、私の時代は有償で、すべて買い揃えなくてはならず、節約のため、兄や姉あるいは近所の知人が使ったもので、汚れがひどくないものはそれをお下がりとして使ったものでした。

　しかし、今は、お下がりなどという発想はなく、新品で紙質もよく、しかも、カラーで美しく、もし私たちの使ったものが目の前に並べられてあったとしたら、こんな教科書で勉強したの？と信じられないのではと思います。
　水道方式という数学の学習方法を提唱した遠山啓という先生が、以前、勉強は丸太ン棒一つあればできるという話をしてくださったことがありました。丸太ン棒に生徒と先生が向かい合って座ればそこが教室になり、生徒と先生に勉強への情熱さえあれば、そこでは立派な授業が行えるというお話でした。
　今の子どもたちにはこのような話をしても通じないかもしれません。

　パソコン、タブレット、スマホほか、様々な学習機器、恵まれているのは悪いことだとは思いません。英語の勉強など、頭出しがすぐにでき、本当に便利になったと有難く感じることがあります。以前はリール式の大きなテープレコーダーしかなく、その後、カセットテープが出て持ち運べるようになりましたが、それでも頭出しでは苦労させられました。
　今は学習機材も進化し、頭出しはもちろん、スピードコントロール、リピート学習など何一つ苦労することなくすばやくできるようになりました。このような利点はどんどん活用すべきだと思います。
ただ一つ、恵まれすぎがプラスなのかと不安に思えることがあります。

　それは、今の子供達が、進んだ文明の利器ともいうべきスマホなどにコントロールされすぎてしまっているのではないかということです。
しかし、これは、子供たちばかりではなく大人たちもそうではないかと電車に乗っている時など痛切に感じさせられます。

私の子供時代は、家にいても本などを読むかラジオを聴くくらいしかすることがなく、宿題を終えれば日没まで外で遊びまわったものでした。

今はスマホが必需品になっている子供が多く、一日中スマホを手放せず、スマホなしでは生活できないほどの子供もかなりいるようです。
スマホが悪いとは思いませんが、大人も子供もスマホスマホでスマホに支配され、スマホ疲れが溜りすぎて弊害を生むのではと危惧せざるをえない時があります。特に学業に励むべき学生にあっては、スマホでのゲームなどに熱中しすぎると時間を忘れ、勉強の妨げになることもありえます。スマホに支配され害されるのではなく、スマホは活用しつつも自らコントロールできる生活であってほしいと願わざるをえません。
